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１．受精卵の成り立ち

未受精卵
受精卵

雌性前核（卵子由来）

雄性前核（精子由来）

（前核融合）
（有糸分裂期）

（間期）

２細胞期

受精から２細胞期までの発生
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1952年 最初の細胞核移植実験（カエル） (Briggs et al., 1952)

1962年 胚性細胞由来のクローン個体（カエル） (Gurdon et al., 1962)

1983年 細胞核移植法・受精卵核置換（マウス） (McGrath and Solter, 1983)

1986年 胚性細胞由来のクローン個体（ヒツジ） (Willadsen, 1986)

1987年 胚性細胞由来のクローン個体（ウシ） (Prather et al., 1987)

1989年 胚性細胞由来のクローン個体（ブタ） (Prather et al., 1989)

1997年 体細胞由来のクローン個体”ドリー”（ヒツジ） (Wilmut et al., 1997)

1998年 体細胞由来のクローン個体（マウス） (Wakayama et al., 1998)

体細胞由来のクローン個体（ウシ） (Kato et al., 1998)

2000年 体細胞由来のクローン個体（ブタ） (Polejaeva et al., 1998)

現在まで、計１３種で体細胞クローンの報告

２．これまでのクローン法

（参考：Meissner and Jaenisch. “Mammalian nuclear transfer” Developmental Dynamics, 235;2006.）

クローン研究の歴史
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未受精卵

b) 未受精卵の除核

a) ドナー細胞の選択

c) ドナー細胞の
卵細胞質内
移植

融合 注入

d) 再構築卵の活性化

未受精卵を用いたクローン法
２．これまでのクローン法
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Inability of mouse blastomere nuclei transferred to enucleated zygotes to 
support development in vitro

J McGrath and D Solter. Science.226 (4280);1984: 1317‐1319.

受精卵クローンは不可能
とされてきた

２．これまでのクローン法
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(Nature ; 447, 2007.)

（間期）

３．受精卵クローン法とは

（有糸分裂期）

受精卵クローン法を可能にする卵細胞レシピエント
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（間期） （有糸分裂期）

染色体除去

ドナー細胞（染色体）
移植

胚盤胞

受精卵クローン法

有糸分裂期で
停止させる

①

②

③

ＥＳ細胞樹立

３．受精卵クローン法とは


